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令和７年産米の集荷・販売状況について（５月末＿全国）

１．主食うるち米の契約・販売実績 （全国）
（１）令和７年産主食用うるち米の販売計画1,934千㌧に対し、契約数量は1,802千㌧にとどまり、未契約数量は
132千㌧に及んでいる。需給環境を踏まえると、契約数量の積み増しは極めて困難な状況にある。

（２）直近の販売状況は、令和６年産比75％、令和５年産比75％と過去２年を下回る状況が続いている。
（３）今後の販売進度が、前年比60％で推移した場合、令和８年１１月以降の持越し数量は712千㌧になると試算

され、これまでにない在庫水準となる可能性が高まっている。

【図表】主食うるち米の契約・販売状況と持越数量試算（5月末 確定値）
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令和７年産米の集荷・販売状況について（５月末＿宮城）

２．主食用等米の契約・販売実績（宮城）
（１）令和７年産主食用等米（本県産）の令和8年5月末時点における契約実績は、うるち米・もち米合計で132,197㌧

となっており、前年比は112%である。
（２）販売実績（実出荷ベース）は、うるち米・もち米合計で51,074㌧となっており、前年比は90％である。

令和8年6月以降の販売数量（実出荷ベース）について、同様の出荷進度を前提に試算した場合、11月以降に販売
される持越在庫数量は37,000㌧と、前年比で３倍近くになる見通し。

【図表】主食用等米の契約・販売状況・今後の販売見込（宮城・5月末）
（単位：㌧）
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本県においても全国同様の販売進度の遅れが
見られ、需給緩和の影響が顕在化している。



３．玄米価格の推移
（１）農水相対価格

農水省が公表する７年産米の相対販売価格（税別・包装抜換算）は、７年10月以降下落傾向にあり、８年３月
に大幅に下げたのち（前月差▲1,584円/60㎏）、概ね横ばいで推移している。

【図表】相対取引価格の推移
（令和８年５月末）
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令和７年産米の集荷・販売状況について



（２）市中価格の動向
市中相場は、出来秋以降下落を続けてきたところ、８年２月以降下落のペースが落ち着いていたが、4月で更

に下落し、直近では19,000円～23,000円程度で取引されている。。
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【図表】５・６・７年産市中価格
（令和８年５月）

令和７年産米の集荷・販売状況について
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１．令和８年産米の作付意向（全国）
（１）令和８年５月20日に農林水産省が公表した同年４月末時点の水田における作付意向によると、令和８年産の主

食用米の作付⾯積は136.3万ha（対前年0.4万ha減）、備蓄米は2.7万ha（同2.7万ha増）となり、合計では
対前年2.3万haの増加となった。

イ．平均単収（538kg/10a）で試算すると、令和８年4月末における主食用米の作付意向に基づく生産量は733
万㌧となり、国の需給見通しにおける適正生産量（711万㌧）を22万㌧上回っている。また、備蓄米は約15万
㌧に相当する見込みである。

ウ．令和８年産米の政府備蓄米買入入札は、第４回入札までで公告数量208千㌧全量が落札された。今後、一部
主食米を政府備蓄米に振り向ける予定。

【図表】令和８年産主食用米の主食用米、備蓄米及び戦略作物等の作付意向（８年４月末時点、農林水産省）
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２．令和８年産米の作付意向（宮城）
（１）令和８年産主食用米の「生産の目安」は、前年の作付実績よ

り2,878ha減の62,422ha（344,321トン）に設定された。
しかしながら、県再生協議会が４月時点で実施した調査によ

ると、作付見込みは65,602haとなっており、目安を3,180ha
上回っている。

（２）民間在庫は既に過去最大級の水準に達しており、このままで
は米価が大きく下落するおそれがある。このため、主食用米か
ら交付金を活用した加工用米や輸出用米、麦・大豆等への転換
を一層推進し、農家所得の確保・向上及び競争力の高い水田農
業への転換を図ることが喫緊の課題となっている。

【図表】令和８年産作付意向（宮城_令和８年４月末時点）
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１．需給見通し
（１）令和８年６月末民間在庫量は235～244万㌧と、既に現時点で、適正とされる180～200万㌧を超過している。
（２）令和９年６月末民間在庫量は272～296万㌧と、過去最大級の過剰水準まで増加する見通し。
（３）在庫は適正水準（180万～200万トン）を大幅に上回っており、販売低迷が続けば、過剰在庫の拡大による米価

下落が懸念される。

【図表】今後の需給見通し（3/23 食糧部会、4月末作付け意向調査をふまえた中央会試算）



最新の需給見通し
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２．価格見通し
（１）現時点の作付意向に基づく生産が行われ、かつ需要の減少を加味した場合、民間在庫は過去最大級の水準ま

で増加し、米価が急激に下落するおそれがある。
（２）このため、周年供給事業や備蓄米の売戻しなど国の制度の積極的な活用や国への働きかけを強化するととも

に、適時・適切な集荷価格の設定、卸売業者・実需者と連携した事前契約の積み上げ、消費拡大対策の実施な
どに取り組み、目指すべき生産者手取り水準の確保に取り組んでいく。

【図表】相対取引価格と民間在庫の推移
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１．新聞広告掲載

（１）現状は極めて厳しい需給見通しにあることを機関会議等で組織確認のうえ、ＪＡを通じて、以下のことを生産
者や行政と認識を共有し、令和８年産米の需要に応じた生産の必要性について呼びかけを行った。

（２）水田活用直接支払交付金を活用した作付転換を進めるため、全中は日本農業新聞３回（4/4、4/29，5/16）
にわたり広告を掲載。全農においても、河北新報などの地方紙１１紙、全国農業新聞、農業協同組合新聞の専門
紙２紙に6/7に広告掲載を行った。

【図表】新聞掲載広告

４／４（土）掲載済 ４／29（水）掲載済 ５／16（土）掲載済 ６／７（日）掲載済

東日本地方紙11紙、機関紙2紙掲載
【地方紙】
青森、岩手、宮城、秋田、福島、茨城、栃木、
埼玉、千葉、新潟

【機関紙】
農業協同組合新聞、全国農業新聞

日本農業新聞 掲載
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２．消費拡大への取組み
（１）令和８年産宮城米プロモーション事業

国の「米穀周年供給・需要拡大支援事業」を活用し、TV-CMや広告、流通施策、新米発売
イベントなどのプロモーション活動を展開しています。サンドウィッチマンを起用した情報
発信により、宮城米の認知度向上と需要拡大を図るとともに、幅広い消費者へ宮城米の魅力
を発信します。
【実施内容】
サンドウィッチマンを起用したTV-CM放映、新聞・雑誌・WEB等への広告掲出、量販
店等と連携した流通施策、新米発売イベントの開催などを通じて、宮城米の魅力を発信
します。

（２）プロスポーツチームと連携したPR活動
県内のプロスポーツチームと連携し、試合会場や各種イベントを活用した宮城米のPR活動を実施しています。
多くの来場者やファン層への情報発信を通じて、宮城米の認知度向上と消費拡大を図る取組みです。
【東北楽天ゴールデンイーグルス】
オフィシャルスポンサーとして参画し、試合会場でのお米のサンプリング活動を実施することで、宮城米の
魅力を発信します。

【ベガルタ仙台】
スタジアム内への看板掲出やCM放映、試合会場でのサンプリング活動に加え、選手寮への精米提供や冠協
賛試合を実施し、幅広い層への宮城米のPRを行います。

【仙台89ERS】
スポンサー協賛に加え、ドリームキャラバンを通じて保育園・幼稚園・小学校でバスケットボール教室を開
催し、参加者へパックご飯を提供することで、子どもたちへの食育と宮城米のPRを行います。

（３）家庭用・業務用需要に対する宮城米の販促活動
生協、量販店、百貨店などの家庭用需要および中食・外食などの業務用需要に対し、取引先卸や実需者と連携

した販促活動を展開しています。宮城米の認知度向上と販売棚の維持・拡大を図るとともに、実需先への安定供
給と消費拡大に取り組んでいます。
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（４）県内大学生へのおにぎりサンプリング
大学生の朝食欠食改善と米食習慣の定着を目的に、県内大学と連携した

おにぎりサンプリングを実施しています。
環境保全米ひとめぼれ、だて正夢、ササニシキを使用したおにぎりを配

布し、米食の重要性や宮城米の魅力をPRすることで、若年層の米消費拡大
と将来的な需要創出を図ります。
【実施校・実施予定日】
■宮城大学 （年4回）・5月19日・7月10日・11月17日・12月4日
■東北学院大学（年4回）・4月15日・6月 9日・10月20日・12月1日

（５）県内スポーツ少年団への環境保全米PR
宮城県スポーツ協会、県内大学、パールライス宮城、宮城県中央会と連携

し、環境保全米を活用した食育活動に取り組んでいます。
スポーツに励む子どもたちへの食支援を通じて、米食の大切さや県産米の

魅力を発信し、消費拡大と米食習慣の定着を図るとともに、生産者の皆様が
取り組む環境に配慮した米づくりへの理解促進と環境保全米の需要拡大につ
なげていきます。

（６）お米の学校バスツアー
田植え・収穫体験や、収穫されたお米が精米・出荷されるまでの工程を学

ぶ機会を通じて、子どもたちやその家族に米づくりへの理解を深めてもらう
とともに生産者の米づくりへの思いや、みやぎ米の魅力を発信し、食育の推
進と宮城米の消費拡大につなげています。
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３．備蓄米買戻し

（１）本会は、全中と連携し、引き続き国に対して備蓄米の早期買戻しの実施を要請する。

（２）上記要請に当たっては、買戻し対象年産について、令和７・８年産のいずれでも実施できるよう国と交渉する。

（３）あわせて、保管場所の確保を図るため、令和２年産及び令和３年産の備蓄米を飼料用として早期に販売するよう

要請する。

（４）国が備蓄米の買戻しを公表した際には速やかに対応できるよう、売渡しに向けた準備を進めるとともに、対象数

量の全量を売り渡す。

【図表】政府備蓄米の在庫状況
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ご清聴ありがとう

ございました。
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